
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  リサイクル料の税務処理 

Ｑ：先日、自動車を買い替えたところ、リ

サイクル料というものを取られました。これ

はどのように処理をすればいいのですか？ 

 

Ａ：支払ったときは預け金として処理(資

産計上)をして、廃車したときに損金算入する

のが原則です。 

【解説】 

今年施行された自動車リサイクル法によっ

て、自動車を購入した時などには、将来廃車

する際のリサイクル料をディーラーなどから

徴収されることとなっています。 

リサイクル料の内訳は、再利用にかかる費

用及び情報管理料、資金管理料ですが、この

うち資金管理料はリサイクル料を預けた時か

ら費用になるものですから、その支出時の損

金とすることができますが、その他の再利用

にかかる費用及び情報管理料は、廃車時にか

かる費用ですので、支出時の損金とはできず、

いったん預け金などとして資産計上しておき、

廃車時に損金算入するという処理をしなけれ

ばなりません。 

また、消費税については、資金管理料は支

出時の課税仕入とすることができますが、そ

の他の再利用にかかる費用及び資金管理料に

ついては、廃車時にならないと役務の提供が

受けられないことから、支出時の課税仕入と

することはできず、廃車時になってはじめて

課税仕入とすることができます。つまり、預

け金として処理していた金額を損金算入した

ときに課税仕入とすることができるというこ

とです。  
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